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図 -4　凝結試験の結果
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図 -5　圧縮強度試験の結果

写真 -3　浸漬期間 28 日における供試体の硫酸浸食状況

常温硬化させたジオポリマーモルタルの基礎物性に関する検討

Examination of Basic Physical Properties of Geopolymer Mortar Cured at 
Normal Temperature

王 涛 1), 谷口 修 1), 内藤 英晴 2), 藤原 浩已 3)

Tao Wang 1), Osamu Taniguchi 1), Hideharu Naito 2) and Hiromi Fujiwara 3)

　常温養生で硬化させたジオポリマーは、蒸気養生を行
うジオポリマーより施工の簡略化が図れるもののフレッ
シュ性状、強度発現性および耐久性に問題を生じる可能
性がある。そこで、配合条件と養生条件を変えて施工性、
力学特性、収縮特性および耐硫酸性に関する基礎的な検

討を行った。水活性フィラー比（W/AF）が大きくなるほ
どスランプフローが大きくなり、凝結時間が遅延するこ
とがわかった。また、高炉スラグ微粉末（BS）の割合が
多 い ほ ど、強 度 の 増 進 効 果 が 見 ら れ た。BS の 割 合 が
30%、W/AF が 40% の場合に耐硫酸抵抗性が良好であった。
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図 -2　後添加前後のフレッシュ性状
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図 -12　試験体概要図

埋設型枠における高流動コンクリートを用いた打込み方法の影響

Influence of Placing Method Using High Fluidity Concrete in Buried Formworks

水野 剣一 1), 谷口 修 1)

Kenichi Mizuno 1) and Osamu Taniguchi 1)

　埋設型枠背面に隙間が生じる原因としては、締固め不
足などによる豆板のような充填不良も考えられるが、ブ
リーディングや気泡などもあり、これらの影響や低減方
法について把握することが重要である。本研究では、高
流動コンクリートを用いて、打込み方法の違いによる充
填性と一体性の違いを把握することを目的とした。その
結果、水平に対して 70°～ 90°の勾配面では表面気泡面
積率や空隙率は打込み方法による大きな違いは見られな
かったものの、上から打ち込んだ場合のみ、埋設型枠背
面にブリーディングが原因と思われる面状の隙間の発生
が確認された。
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